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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年12月期第３四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
29年12月期第３四半期 5,540 3.5 341 80.4 331 38.0 183 95.8 
28年12月期第３四半期 5,353 2.7 189 46.2 240 68.1 93 277.2 

 
（注）包括利益 29年12月期第３四半期 183 百万円 （96.4％）   28年12月期第３四半期 93 百万円 （270.2％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 
29年12月期第３四半期 36.70 － 
28年12月期第３四半期 18.66 － 

（注）前連結会計年度において表示方法の変更を行い、28年12月期第３四半期についても、当該表示方法の変更を反映した組替後の数値及び対前年同四

半期増減率を記載しております。この変更により28年12月期第３四半期の売上高及び営業利益が13,672千円増加しておりますが、経常利益及び当期

純利益に変更はありません。詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（追加情

報）をご覧ください。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 
29年12月期第３四半期 7,558 2,514 33.3 
28年12月期 7,393 2,380 32.2 

 
（参考）自己資本 29年12月期第３四半期 2,514 百万円   28年12月期 2,380 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年12月期 － 0.00 － 10.00 10.00 

29年12月期 － 0.00 －     

29年12月期（予想）       10.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 7,550 3.1 480 29.9 480 12.3 220 3.8 43.95 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更                 ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                                       ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                                           ： 有    
 

④  修正再表示                                                        ： 無    

  （注）詳細は、添付資料P.８ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（会計上

の見積りの変更）をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期３Ｑ 5,330,000 株 28年12月期 5,330,000 株 

②  期末自己株式数 29年12月期３Ｑ 324,843 株 28年12月期 324,843 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期３Ｑ 5,005,157 株 28年12月期３Ｑ 5,025,157 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい

ては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善が続くなかで、各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調で推移しました。

 一方で、世界経済は全体として緩やかに回復しているものの、中国を始めとするアジア新興国等の先行きや欧米の

今後の政策の動向及び影響などに留意が必要な状況にあります。

 国内の美容業界におきましては、人口減少と少子高齢化の進展、新卒美容師の減少、選別消費の進展、小規模サロ

ンの後継者不足など、厳しい状況にありますが、一方で、男性の美容室利用率の増加や、低料金の専門サロンの定

着、アンチエイジング・スキャルプ市場の拡大、美容意識の向上に伴う専門ニーズの高まりなどの動きが見られま

す。マーケットニーズは多様化し、デザイン系サロンとメンテナンス系サロンの業態分化など、様々な動きが出てき

ており、サロンチェーン間の競争は特に激しさを増してきております。

 このような状況のなか、当社グループは、高品質のブランドサロンを中核に、一方で定期的な身だしなみ（メンテ

ナンス）を来店動機とする需要層を囲い込むためにエコノミーな料金で施術サービスを行うサロンを強化するなど、

複数のブランド展開を図っております。高品質なサービスをリーズナブルな料金で提供するアッシュ、ニューヨー

ク・ニューヨークなどのデザイン系サロン、また、メンテナンスのニーズをエコノミー料金で提供するチョキペタブ

ランドまで、グループの経営理念である「地域のお客様に美と健康と若々しさを提供し、当社グループに関わるすべ

ての人と共に幸福社会を築いていける会社づくりを目指す」を旗印に、グループの結束力を強化し、経営の効率化や

地域一番店を目指すための諸施策を実施しております。

 来店施策として、24時間予約が可能なＷｅｂ予約システムの活用強化やメールマガジンを活用し、魅力ある情報発

信を行い、新規顧客の獲得や再来店顧客の増加を図っております。

 単価施策として、縮毛矯正やワンランクアップのつや感を演出するプレミアムカラーの強化、アンチエイジングを

目的としたメニューや商品販売強化、美容室の雰囲気や対応力を重視する大人客を囲い込むための接客力強化を順次

進めております。

 また、スタイルデザイナーが直営で運営するチョキペタは、投資効率の高い出店を着実に増加させております。チ

ョキペタは、カットとカラーのシンプルなサービスを基本に、サロン内の作業を自動受付やオートシャンプー等のロ

ボット化により省力化し、パートタイマー美容師を積極的に活用しております。

 その結果、当第３四半期連結累計期間における当社主要子会社の入客数は、株式会社アッシュが前年比103.6％、

株式会社ニューヨーク・ニューヨークが同102.3％、株式会社スタイルデザイナーが同106.8％となっております。一

方、当社主要子会社の客単価は前年比97.8％となりましたが、これは、平均客単価2,100円のチョキペタの売上高増

加が主な要因となります。以上により、当社グループチェーンの全店売上高合計は、12,673百万円（前年比

102.3％）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結子会社店舗数は、283店舗（株式会社アッシュ「以下、Ａ

ｓｈ」119店舗、株式会社ニューヨーク・ニューヨーク「以下、ＮＹＮＹ」32店舗、株式会社スタイルデザイナー

「以下、ＳＤ」122店舗、株式会社ダイヤモンドアイズ10店舗）となります。なお、ＳＤのチョキペタ店舗数は、25

店舗（前年同月比９店舗増）となっております。また、グループにおけるＦＣ店舗数は、210店舗（Ａｓｈ97店舗、

ＮＹＮＹ16店舗、ＳＤ97店舗）となりました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は5,540百万円（前年同四半期比103.5％）、営業利益

は341百万円（同180.4％）、経常利益は331百万円（同138.0％）となりました。 

 また、店舗閉鎖損失や減損損失等を特別損失として計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は

183百万円（同195.8％）となりました。 

 なお、当社グループの連結子会社店舗283店舗のほか、株式会社シーエフジェイの国内店舗数５店舗、海外店舗数

２店舗（シンガポール共和国・中華人民共和国各１店舗）となっております。
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（２）財政状態に関する説明 

 （資産）

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、390百万円減少して2,705百万円となりました。

 これは主として、現金及び預金の減少191百万円、売掛金の減少14百万円、立替金（四半期連結貸借対照表上は「そ

の他」で表示）の減少138百万円によるものです。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、554百万円増加して4,853百万円となりました。

 これは主として、新規出店及び会計上の見積りの変更に伴う資産除去債務等による建物（純額）の増加669百万円、

店舗移転等に伴う敷金及び保証金の減少83百万円によるものです。

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、164百万円増加して7,558百万円となりました。

（負債）

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、682百万円減少して2,042百万円となりました。

 これは主として、未払金の減少452百万円、買掛金の減少33百万円、未払法人税等の減少59百万円によるものです。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、713百万円増加して3,001百万円となりました。

 これは主として、長期借入金の増加242百万円、会計上の見積りの変更に伴う資産除去債務の増加459百万円によるも

のです。

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、30百万円増加して5,044百万円となりました。

（純資産）

 純資産は、前連結会計年度末に比べて、133百万円増加して2,514百万円となりました。

 これは主として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上183百万円に対し、配当金50百万円を実施したことによ

り、利益剰余金が133百万円増加したことによるものです。

この結果、自己資本比率は33.3％となり、前連結会計年度末32.2％と比較して1.1％増加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成29年２月10日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,658,748 1,466,794 

売掛金 491,693 477,600 

商品 71,871 70,701 

貯蔵品 25,493 30,543 

その他 849,776 660,319 

貸倒引当金 △1,974 △859 

流動資産合計 3,095,609 2,705,099 

固定資産    

有形固定資産    

建物 5,209,204 5,595,247 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,487,612 △3,204,578 

建物（純額） 1,721,591 2,390,668 

車両運搬具 12,989 18,923 

減価償却累計額 △10,213 △4,223 

車両運搬具（純額） 2,776 14,699 

工具、器具及び備品 1,018,801 1,053,474 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △854,302 △849,027 

工具、器具及び備品（純額） 164,499 204,446 

土地 134,200 134,200 

リース資産 22,059 22,059 

減価償却累計額 △11,035 △14,291 

リース資産（純額） 11,024 7,768 

建設仮勘定 12,899 8,116 

有形固定資産合計 2,046,991 2,759,900 

無形固定資産    

のれん 274,422 223,007 

その他 144,978 122,508 

無形固定資産合計 419,401 345,516 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 1,411,337 1,327,613 

その他 431,528 444,310 

貸倒引当金 △10,890 △23,985 

投資その他の資産合計 1,831,975 1,747,937 

固定資産合計 4,298,367 4,853,354 

資産合計 7,393,976 7,558,454 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 99,462 65,808 

短期借入金 150,000 150,000 

1年内返済予定の長期借入金 613,388 553,743 

未払金 1,532,453 1,079,501 

未払法人税等 80,998 21,267 

賞与引当金 1,999 9,831 

資産除去債務 3,101 10,185 

その他 243,693 152,524 

流動負債合計 2,725,097 2,042,862 

固定負債    

長期借入金 1,921,461 2,163,715 

退職給付に係る負債 89,695 92,267 

資産除去債務 49,128 508,131 

その他 227,991 237,255 

固定負債合計 2,288,277 3,001,369 

負債合計 5,013,374 5,044,232 

純資産の部    

株主資本    

資本金 324,360 324,360 

資本剰余金 860,292 860,292 

利益剰余金 1,335,446 1,469,062 

自己株式 △139,825 △139,825 

株主資本合計 2,380,272 2,513,888 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 329 333 

その他の包括利益累計額合計 329 333 

純資産合計 2,380,601 2,514,222 

負債純資産合計 7,393,976 7,558,454 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 5,353,168 5,540,911 

売上原価 3,838,653 3,916,866 

売上総利益 1,514,514 1,624,044 

販売費及び一般管理費 1,325,275 1,282,720 

営業利益 189,239 341,324 

営業外収益    

受取利息 3,904 2,171 

受取手数料 7,217 6,729 

受取補償金 43,724 － 

その他 23,949 19,120 

営業外収益合計 78,795 28,022 

営業外費用    

支払利息 14,102 11,911 

貸倒引当金繰入額 1,758 14,596 

その他 12,085 11,578 

営業外費用合計 27,946 38,086 

経常利益 240,088 331,260 

特別利益    

固定資産売却益 210 3,544 

受取補償金 95,008 － 

受取損害賠償金 － 15,000 

資産除去債務戻入益 1,734 41 

特別利益合計 96,952 18,586 

特別損失    

固定資産売却損 － 991 

固定資産除却損 13,845 9,919 

店舗閉鎖損失 77,359 10,774 

減損損失 58,622 29,642 

資産除去債務履行差額 － 7,875 

その他 5,000 － 

特別損失合計 154,828 59,203 

税金等調整前四半期純利益 182,213 290,643 

法人税、住民税及び事業税 113,632 70,596 

法人税等調整額 △25,211 36,380 

法人税等合計 88,420 106,976 

四半期純利益 93,792 183,667 

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,792 183,667 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 93,792 183,667 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △259 4 

その他の包括利益合計 △259 4 

四半期包括利益 93,532 183,671 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 93,532 183,671 

 

- 7 -

㈱アルテ サロン ホールディングス（2406）　平成29年12月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 当社グループは、従来、有形固定資産（リース資産を除く）のうち、平成28年３月31日以前に取得した建物附属

設備、車両運搬具、工具、器具及び備品について、減価償却の方法に定率法を採用しておりましたが、第１四半期

連結累計期間より定額法に変更いたしました。 

 当社グループでは、近年、美容事業の環境変化に伴い、店舗面積あたりの収益性を高めるために店舗のダウンサ

イジングを図り、大型店舗の移転等のスクラップ＆ビルドを実施して投資回収の早期化を図っております。 

 その結果、前連結会計年度末において大型店舗の移転はほぼ一巡し、長期的な店舗収益計画及び安定的な設備投

資計画を策定をすることが出来る体制が整備されております。 

 こうした状況において当社グループにおける店舗設備投資効果及び店舗収益の発生状況を見直した結果、美容室

店舗設備及び器具に対する投資効果や店舗収益は使用期間にわたり安定的に発現する見込みであることが判明して

おります。 

 当該変更は、これらの状況を踏まえ店舗設備等の有形固定資産の取得原価を耐用年数にわたって均等に配分する

定額法がより合理的であると判断したためであります。 

 これにより、従来の方法に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益が、それぞれ46,409千円増加しております。 

 

（会計上の見積りの変更）

 当社グループは、賃貸借契約に基づき使用する美容室店舗等については、退去時における原状回復に係る債務を

有しておりますが、定期賃貸借契約以外の賃貸借契約のうち、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でな

く、現時点で移転等も予定されていないものについては、資産除去債務を合理的に見積ることが出来ず、当該債務

に見合う資産除去債務を計上しておりませんでした。 

 第１四半期連結累計期間において、閉店実績等の新たな情報の入手に伴い、賃借資産の使用期間及び原状回復義

務の履行時期を合理的に見積ることが可能となったため、見積りの変更による影響額465,825千円を資産除去債務

に計上しております。 

 また、当該見積りの変更により、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益がそれぞれ19,283千円減少しております。 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を第１ 

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書）

 従来、顧客への前払式支払手段（以下、チケットという）を販売後、使用期限を経過したチケットの未使用

相当額を連結損益計算書の営業外収益「期限到来チケット精算収入」に計上しておりましたが、前連結会計年

度より「売上高」に計上する方法へ変更しております。

この変更は、従来までの付随メニューで使用できるチケット販売から主要メニューで使用できるチケット販

売へ変更したことから、チケット販売を主要事業の一部として捉え、営業活動として業績把握を行うためのも

のです。

この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行って

おります。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、営業外収益「期限到来チケット精

算収入」に表示しておりました13,672千円を「売上高」に組替えております。
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